
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①コドーニュの建物は、ガウディの流れをく
む「モデルニズモ様式」と呼ばれるもの。一
部は重要文化財に指定されている。②一
方フレシネはこんな具合で、外観はちょっと
カジュアル。 
ブドウについて：フレシネは③に示すように、
伝統 3 品種のマカベオ(macabeu)、チャレッ
ロ(xarel-lo)、パレリャーダ(parellada)にこだ
わる。一方コドーニュは考え方が異なり、
伝統品種に加えて、ピノノワールやシャルド
ネも使用。（近年、カバ DO で使用が認め
られるようになった。） 
④⑤⑥⑦⑧フレシネで見る壜詰めまでの
流れ。巨大なブレンドタンク、自社イースト
培養タンク、壜詰めライン、パレタイズロボッ
ト、地下のカバに積み上げられた状態。こ
のあたりはコドーニュも、またフランスの大手
シャンパーニュも基本的に同じ。⑨はコドー
ニュの壜詰めラインで、右がビデュール（酵
母溜めのプラスチック栓）をする機械で、左
が王冠打栓機。 
酵母量を比較してみると、フレシネは⑩、コ
ドーニュは⑪。どちらもシャンパーニュに比べ
て多い気がする。コドーニュの独特の壜形
はオリ下げが難しそう。 
⑫シャンパーニュと異なるのはジャイロパレッ
ト（スペイン語でヒラソル）。わずか 3 段階の
回転で立ててしまう。回転時に振動させる
のでシャンパーニュのようにひねらなくてもオリ
が落ちる。⑬オリを壜口に集め終わった状
態。シャンパーニュのようなスチールパレット
は使わず、穴あきセパレーターでバルクにし
ている。⑭壜口を凍らせるネックフリーザー
はこんな感じ。⑮「門出のリキュール」を継
ぎ足す機械。 

 

スペイン・バルセロナで、カバ（Cava）の二巨頭ブランドを見る（1/2） @2007/04 
（カバ＝スペインの壜内二次醗酵スパークリングワイン）   <プロフェッショナル編> 

コドーニュ(Codorniu) と フレシネ(Freixeneｔ) 
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<番外編>ヘレスデラフロンテーラにシェリーも見に行った 
TIO PEPE のゴンザレスビアス(GONZALEZ BYASS)  

A コドーニュの地下カーブ（カバ）トンネルは
30km で世界最長！（シャンパーニュのポメ
リーが 18km といっていた） ツアーの一部は
こんな感じで遊園地にあるようなトロッコ列
車に乗ってカバをめぐる。B フレシネも同
様、トロッコ列車。ジェットコースター並み？
とは言わないが、フレシネはすごいスピード
感でした。スペインはトロッコ列車好きなの
か？シェリー酒のティオペペ（ゴンザレスビア
ス社）でもご同様だった J 。 
C D ほんの 10 年ほど前までルミアージュは
こうだった、とコドーニュとフレシネの展示。こ
の段階まではシャンパーニュとカバは同じ。
それが自動化の段階で、カバは E のように
「二次元回転+振動」になり、シャンパーニ
ュは「ひねりながら三次元で回転」させ、数
日かけて立てるジロパレットになった。カバで
は「壜内面の仕上げ向上も貢献」と聞い
た。オリ下げ方法の差による製品特性への
影響はどの程度あるのか？または関係な
いのか？（なお、シャンパーニュ式ジロパレッ
トを使用しているカバもある由） 
レジェンド編。F 地上で壜詰めしたワインを
地下カーブに下ろすために使われたリフト。
G 栓を手で抜いていた時代の写真。親指
ですばやく壜口をふさぐ。H ピュピトルは、フ
ランスと同じようで、ちょっと違う。こちらはコ
ンクリート製。I 自動ルミアージュ機械、だそ
う。どうやって使ったのか？？ 
番外編、シェリー。K 酒精強化のための蒸
留器、L ソレラシステムの積み方、M 産膜
酵母はこんな感じ。一般ツアーの見学だっ
たので詳しくは見れなかったけれど、結構、
秘密の部分があるように感じましたね。 
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<ツーリスト＆レジェンド編> 

コドーニュ(Codorniu) と フレシネ(Freixeneｔ) 
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